
農 作 物 共 済
（引 受）

事 業 報 告 書
平成 年度（平成 年 月 日から平成 年 月 日まで）

項目
区分 組 合 数 組 合 員 数 引 受 面 積 引 受 収 量 共 済 金 額基準生産金額

水 稲

筆 人 円

半相殺

全相殺

品 質 円

計

麦

年産
筆

災害収入 円

計

年産
筆

災害収入 円

計

引 受 の 状 況
水 稲 の 部
水田農業構造改革対策により、対前年度組合員数 人、引受面積 、共済金額 千円の

減となった。
麦 の 部
水田経営所得安定対策により、対前年度組合員数は 人の減となったが、引受面積は 、共済金

額は 千円の増となった。
（被 害）
項目

区分 被害組合数
被害組合
員 数

共済減収量 共 済 金 保 険 金
共済金
共済金額生産金額の減少額

水

稲

筆 人 円 円 ％

半 相 殺

全 相 殺

品 質 円

計

麦

筆

災害収入 円

計

項目
区分 保 険 金 額 通常歩合保険金額 徴 収 保 険 料 交 付 金 手 持 保 険 料

水 稲

筆 円 円 円 円 円

半相殺
全相殺
品 質
計

麦

年産
筆

災害収入
計

年産
筆

災害収入
計



被 害 の 状 況
水 稲 の 部
移植期の渇水により植付不能が県下各地で発生。 月から 月の低温・日照不足により分げつが抑制

され、穂数の減となった。 月以降は高温のため登熟不良等が発生した。収穫期には県下の中山間地に
おいて獣害が発生した。また、 年振りに大発生したトビイロウンカにより瀬戸内中心に坪枯れが発生
した。 筆 割、全相殺方式 割において異常災害となったものの、他の方式は通常災害となった。
麦 の 部
播種期や 月 月の降雨により土壌湿潤害が発生したものの、収穫期の好天に恵まれ 筆、災害収

入共済方式とも通常災害となった。

（支 払）

家 畜 共 済
（引 受）
項目

区分
有 資 格
頭 数

事業計画
頭 数

引受頭数
引受頭数
事業計画頭数

共 済 金 額 保 険 金 額 再保険金額

乳用牛等
胎 児

頭 頭 頭 ％ 千円 円 円

肉用牛等
胎 児

馬

種 豚

肉 豚

計

項目
区分 徴 収 保 険 料 組 合 交 付 金 納入再保険料 交 付 金 手 持 保 険 料

乳 用 牛 等
胎 児

円 円 円 円 円

肉 用 牛 等
胎 児

馬

種 豚

肉 豚

計

項目
区分

支払月日 支払保険金
保 険 金 支 払 財 源

再 保 険 金手持保険料充 当 額
法定積立金
充 当 額

特別積立金
充 当 額そ の 他

水

稲

筆 月 日 円 円 円 円 円 円

半 相 殺 月 日

全 相 殺 月 日

品 質 月 日

計

麦

筆 月 日

災害収入 月 日

計

引 受 の 状 況
飼料の高騰により酪農家の廃業に加速がかかり乳用牛で頭数 頭、共済金額で 千円の引受減と

なった。また酪農家の肉用牛等への飼養転換や、新規地区の加入により、肥育牛で 頭、 千円、
その他の肉用牛で 頭、 千円の増加となった。しかしながら種豚の引受が大幅に減少したため、
全体で 頭減少し共済金額も 千円の減少となった。



（事 故）

項目

区分

死 廃 事 故 病 傷 事 故

死亡頭数 廃用頭数 総 頭 数 支 払 保 険 金 件 数 支 払 保 険 金

乳 用 牛 等
胎 児

頭 頭 頭 円 件 円

肉 用 牛 等

胎 児

馬

種 豚

肉 豚

計

事 故 の 状 況

種豚以外の畜種で死廃・病傷事故とも増加し、死廃で 頭、保険金 千円、病傷 件、保険金

千円とそれぞれ増加した。また、死廃事故のうち廃用事故が減少し、死亡事故が増加した。本年度

から乳用牛でヨーネ病の全頭検査が始まったが発生は 頭にとどまった。

（損 害 防 止）

実 施 種 目 対象頭数 回数 経 費 概 算 摘 要

特 定 損 害 防 止

頭 千円

繁殖障害、ケトン症、乳房炎、金属異物性
疾患、尿石症、肝蛭症、ピロプラズマ病

般

損

害

防

止

健 康 検 査
般健康検査、繁殖牛の検診、多頭農家の

巡回検診

予防衛生措置
畜舎消毒、ボバクチン、ビタミン剤、ワク
チン等による予防措置

飼養管理指導 巡回時における飼養管理指導

講 習 会 畜産研修会、講習会等



（臨床検査室実績）

項目
区分

血 液 検 査 細 菌 検 査 ビタミン測定 糞 便 検 査 外部寄生虫 計

検 査 件 数
件 件 件 件 件 件

経 費 概 算
円 円 円 円 円 円

（家畜診療所）

項目

診療所名

職員数
管 内 診 療 件 数 損 害 防 止 事 業

摘要
有資格
頭 数 加入頭数 共済事故 事故外 般 特 損 経費概算

東部地区
人 頭 頭 件 件 頭 頭 円

中部地区

阿東地区

北部地区

果 樹 共 済

（引 受）

年産
項目

区分

組
合
数

組合
員数

引受
面積

標準収穫量

（基準生産金額）
共済金額 保険金額

徴 収
保 険 料

交付金又
は納入再
保 険 料

手 持
保 険 料

うんしゅう
み か ん
減 収 総 合

人 円 円 円 円 円

うんしゅう
み か ん
特 定 危 険
なつみかん
減 収 総 合
な し
災 害 収 入

円

計

うんしゅう
み か ん
減 収 総 合
なつみかん
減 収 総 合

引 受 の 状 況
うんしゅうみかん（減収総合）
栽培農家の高齢化や廃園等により、対前年度組合員数 人、引受面積 、共済金額 千円

の減となった。
うんしゅうみかん（特定危険）
栽培農家の高齢化や廃園等により、対前年度組合員数 人、引受面積 、共済金額 千円の

減となった。
なつみかん（減収総合）
対前年度組合員数、引受面積の増減はなかったものの、共済金額は 千円の増となった。
な し（災害収入共済）
年度（ 年産）から新規導入、組合員数 戸、引受面積 、共済金額 千円となった。



（被 害）

項目
区分

被害組合数
被 害 組 合
員 数

認定減収量 共 済 金 保 険 金
共 済 金
共 済 金 額

うんしゅうみかん
減 収 総 合

人 円 円 ％

うんしゅうみかん
特 定 危 険

な つ み か ん
減 収 総 合

計

被 害 の 状 況

うんしゅうみかん（減収総合）

被害無し。

うんしゅうみかん（特定危険）

被害無し。

なつみかん（減収総合）

被害なし。

（支 払）

項目

区分
支払月日

実 支 払
保 険 金

保 険 金 支 払 財 源 実 支 払
保 険 金
保 険 金再 保 険 金 手持保険料

充 当 額
法定積立金
充 当 額

特別積立金
充 当 額 そ の 他

うんしゅう
み か ん
減 収 総 合

円 円 円 円 円 円 ％

うんしゅう
み か ん
特 定 危 険

なつみかん
減 収 総 合

計



畑 作 物 共 済
（引 受）

引 受 の 状 況
大 豆
水田経営所得安定対策により、対前年度引受面積は の増となったが、組合員数 人、共済金

額 千円の減となった。
茶
新規引受が 人増えたが、規模の大きい農家が 戸廃業したため面積は 減少した。

（被 害）

畑作物共済再保険区分
被害組合数

被害組合
員 数

共済減収量
共 済 金 保 険 金

共 済 金
共 済 金 額区 分 共済目的 共済減収金額

第 区分 大 豆
人 円 円 ％

第 区分 茶
円

計

畑作物共済
再保険区分

支払月日
実 支 払
保 険 金

保 険 金 支 払 財 源 実 支 払
保 険 金
保 険 金区分

共済
目的

再保険金 手持保険料
充 当 額

法定積立金
充 当 額

特別積立金
充 当 額 その他

第
区分

大豆 月 日
円 円 円 円 円 円 ％

第
区分

茶 月 日

計

被 害 の 状 況
大 豆
梅雨期の降雨による雨害湿潤害が発生、夏場には高温少雨による干害が発生した。また、獣害や虫害
も発生したが、通常災害となった。
茶
春先の寒害や 回に亘る凍霜害が発生し、異常災害となった。

（支 払）

年産

畑作物共済
再保険区分 組

合
数

組 合
員 数

引 受
面 積

引受収量
共済金額保険金額 徴 収

保 険 料 交 付 金 手持保険料
区分 共済

目的
基準生産
金 額

第
区分 大豆

人 円 円 円 円 円

第
区分 茶

円

計

第
区分 茶

円



園 芸 施 設 共 済

（引 受）

項目
区分

組合数 組 合
員 数

引 受
棟 数

設 置
面 積 共済価額 共済金額 保険金額 徴 収

保険料 交付金 手 持
保険料

ガ ラ ス
類

人 棟 円 円 円 円 円 円

類

プラスチック
類

類

類

類
（甲）

（乙）

類

類

計

項目

区分

被 害
被 害 額 共 済 金 保 険 金

共 済 金

共済金額組合数 組 合
員 数 棟 数 附 帯

施設数

ガ ラ ス
類

人 棟 基 円 円 円 ％

類

プラスチック
類

類

類

類
（甲）

（乙）

類

類

計

引 受 の 状 況
生産農家の高齢化に伴う廃業や経営規模縮小等により、対前年度棟数 棟、共済金額では 千円

の減となった。
（被 害）

被 害 の 状 況
台風等の大きな被害が少なかったため、被害棟数、支払共済金とも前年度を大きく下回った。
方でメロン、トマト等の内作物の被害が棟数、支払共済金で 棟、 千円と全体の支払共済金の

約 割を占めている。



（支 払）

実支払保険金
保 険 金 支 払 財 源 実支払保険金

保 険 金再保険金 手持保険料
充 当 額

法定積立金
充 当 額

特別積立金
充 当 額 そ の 他

円 円 円 円 円 円 ％

項目

区分
加入棟数

保険金額

（共済金額）

保険料（共済掛金） 棟当たり
平均保険
（共済）金額

再共済

掛 金

再共済
手数料
収 入

純保険料
（純共済掛金） 賦 課 金

保険関係

棟 円 円 円 万円 円 円

加 入 棟 数 共 済 金 額
共 済 掛 金 棟当たり平均

共 済 金 額純共済掛金 賦 課 金

棟 円 円 円 万円

任 意 共 済

．建 物 共 済

（引 受）

農家建物

引 受 の 状 況

火災共済の共済金額は、対前年度 ％（ 億円減）となったものの、総合共済の共済金額は、対前

年度 ％（ 億円増）となった。

団体建物



（事 故）

農 家 建 物

事 故 棟 数
加入総保険金額

（共済金額）

支払保険金（共済金）
再 共 済 金 被害率

火 災 総 合

棟 円 円 円 円 ％

事 故 の 状 況
火災共済、総合共済とも事故は、失火による火災 棟（うち全焼 棟）及び落雷が主なもの。
団 体 建 物

事故の原因別 事故棟数 加入総保険金額
（共済金額）

支 払 保 険 金
（共 済 金） 再 共 済 金 被害率

（火 災 共 済）
失 火
落 雷
盗 難 毀 損
車 の 飛 び 込 み
そ の 他

棟 円 円 円 ％

計

（総 合 共 済）
失 火
風 水 害
落 雷
盗 難 毀 損
車 の 飛 び 込 み
そ の 他

計

合 計

事 故 棟 数 加入総共済金額
支払共済金

被害率
火 災

棟 円 円 ％

事 故 の 状 況
落雷による事故が発生した。
建物共済原因別事故発生状況

農 家 建 物



．農 機 具 共 済

（引 受）

引 受 の 状 況

対前年度台数で 台減となったものの共済金額は 万円の増となった。また平均共済金額も 万円

引き上げられた。

（事 故）

事故台数
加入総保険金額

（共済金額）
支払保険金（共済金） 被害率 備 考

台 円 円 ％

事 故 の 状 況

機種別にはコンバイン 台、トラクタ 台、田植機 台、その他 台で、対前年度支払共済金 万円

の減となった。事故の原因は、接触、衝突、稼動中の事故が主なもの。

農機具更新共済

（引 受）

項目

区分
加入台数

保険金額
（共済金額）

減価共済金

保険料（共済掛金）

純保険料（純共済掛金）
賦 課 金 計

損害部分 減価部分

保険関係
台 円 円 円 円 円 円

引 受 の 状 況

新規引受 台、 台当たり平均共済金額は、 万円となった。

（事故・期間満了）

事故台数
期間満了

台 数

加入総保険金額

（共済金額）

支払保険金（共済金）
被害率 備 考

共済事故に
よるもの

期間満了による
も の

台 台 円 円 円 ％

事故・期間満了の状況

事故の内訳は、コンバイン 台、トラクタ 台で、接触、稼動中の事故、 台が期間満了のもの。

項目

区分
加 入 台 数 保 険 金 額

（共済金額）

保 険 料
（共済掛金） 台当たり

平均保険金額
（共済金額）純保険料

（純共済掛金） 賦 課 金

保険関係
台 円 円 円 万円


